
黒
羽
小
学
校
沿
革

年
代

出
来
事

関
連
人
物

備
考
・
資
料

文
政
三
年

【
藩
主
増
陽
（
ま
す
は
る
】

「
不
如
学
」
那
須
神
社
に
奉
納

(

一
八
二
〇
年)

何
陋
館
創
立

○
創
立
者

現
前
田
地
区
に
創
立

藩
主
増
業(

ま
す
な
り)

国
学
、
漢
学
を
教
授

神
道
を
究
め
た

練
武
園
創
立

兵
学
書
『
止
戈
枢
要
』

現
在
の
黒
羽
神
社
境
内
に
創
立

政
治
書
『
創
垂
可
継
』

武
術
を
教
授

化
学
書
『
鍍
金
秘
伝
』

機
織
書
『
機
織
彙
編
』

等
数
十
種
類
の
著
書
あ
り

文
政
六
年

練
武
園
廃
止

【
藩
主
増
儀(

ま
す
の
り)

】

(

一
八
二
三
年)

何
陋
館
廃
止

【
藩
主
増
昭(

ま
す
あ
き)

】

安
政
四
年

作
新
館
創
立

○
創
立
者

何
陋
館
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に

(

一
八
五
七
年)

藩
主
増
徳(

ま
す
よ
し)

後
に
増
式(

ま
す

創
立

つ
ね)
と
改
名
す
る

『
大
関
公
之
碑
』
勝
海
舟

○
命
名
者

藩
主
増
裕(
ま
す
ひ
ろ)

幕
府
海
軍
奉
行
等
幕
府
要
職
を
務
め
た

明
治
四
年

作
新
館
改
築

○
藩
知
事

増
勤
（
ま
す
と
し
）

大
雄
寺
北
側
に
移
転

(

一
八
七
一
年)

移
転

戊
辰
戦
争
の
軍
功
に
よ
り
授
与
さ
れ
た

英
学
、
洋
算
、

医
学
を
教
授

賞
典
禄
一
万
五
千
石
か
ら
百
五
十
石
を

『
増
勤
奉
白
文
』

割
い
て
改
築
費
及
び
維
持
費
に
充
て
る

○
改
作
々
新
館
記
を
三
田
恒
介
が
作
る

『
改
作
々
新
館
記
』

明
治
五
年

格
天
井
作
成

○
創
立
者
で
あ
る
旧
藩
主
増
式
を
始
め
当

(

一
八
七
二
年)

時
の
教
官
、
塾
生
が
揮
毫

明
治
七
年

大
関
私
立

作
新
館
と

し
て
開
校

『
増
勤
告
文
』

明
治
十
年

増
勤
学
校
を
訪
問

す
る

扁
額
『
作
新
館
』

二
品
親
王
御
揮
毫

明
治
十
一
年

「
作
新
館
」
扁
額

東
伏
見
宮
嘉
彰
親
王

を
学
校
取
締
大
沼

陸
軍
大
将
等
を

渉
が
寄
贈

務
め
る

明
治
十
八
年

公
立
校
と
な
り

黒
羽
東
校
と
改
称

校
章
「
雁
木
丸
に
桜
」

明
治
十
九
年

校
章
制
定

旧
黒
羽
藩
大
関
家
の
雁
木
丸
と
桜
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の

○
町
長
室
井
陣
四
郎

大
正
二
年

現
在
地
に
移
転

改
築
記
念
に
移
転
し
た

(

一
九
一
三
年)

格
天
井
に
沿
革
を
識
す

○
県
知
事
岡
田
文
次
室
井

大
正
四
年

作
新
館
の
蔵
書
を

に
請
わ
れ
て
格
天
井
に

黒
羽
町
に
寄
贈
大

揮
毫

関
文
庫
と
し
て
黒

○
大
関
増
輝
子
爵
が
寄
贈

大
関
文
庫
が
入

羽
小
学
校
が
保
管

っ
て
い
た
土
蔵

昭
和
五
十
七
年

格
天
井
も
移
築

蔵

書

は

現

在

一
九
八
二
年

校
舎
改
築

侍
門
移
築

『
芭
蕉
の
館
』

（

）

平
成
二
十
五
年

片
田
小
と
統
合

新
小
学
校
の
名
称
は
黒
羽
小
学
校
と
な
る

に
移
転


